
鶏糞ボイラー焼却灰の肥効

(農試 環 境部 ・県北分場 )

1.背 景とねらい

プロイラエ鶏糞の処理が問題になつて久 しいが、近年鶏去焼却ポイラーによる焼却処

理が増えている。この焼却灰はりん酸や加里を多
・
く含むため、肥料として施用されてい

るものの肥効に不明な点が多く、肥効の確認を現場から要望されていた。

そこで、鶏糞焼却灰の肥効について検討した結果、その肥効特性が明らかになつた

ので指導上の参考に供する。

2.技 術内容

1)特 性

(1)肥 料成分は概ね以下のとおりで、pHは 9～ 13、 室素は殆ど含まれない。

C ~ P 2 0 S C― C a O 一 M g O C 一 K 2 0 一 K 2 0

20%前 後 10～ 20% 6 %前 後 1 0～ 15ン 6～ 11%

(2)肥 料成分の中で加里は水溶性成分を含み速効性が期待できるが、他の成分

はく溶性のため遅効性である。

(3)容 積重は概ね400～ 600g/′ で牲肥より軽い。

2)施 用法

(1)加 里肥料およびく溶性 りん酸肥料 〈ようりん等 )に 代えて施用できる。

(2)土 壌の有効 りん酸 (TruogP2 05)が 1 0ag程度あれば※低 りん酸

耐性の強い作物ではりん酸肥料の代書が可能である。

※低 りん酸耐性の強い作物 :ツルゴー、アズキ、キヤベツな ど

〃    弱 い作物 :レタス、トマ ト、エンドウなど

( 3 )施 用基準の概略

畑 地 区 分 1  施 用 区 分  i 力己 用 ■ 畦

新墾畑および

低肥沃畑

・加里代替

W― K20~10

%(乾 燥物 )と

して施用量を算

定。

,熔成りん肥代替

C~P20S~

20%(同 )と

して算定。

・加里代警

C― K20~13

% (同 )と して

算定。

熔成 りん肥代替

畑熟

3  0  0 k g / 1 0 a  作

1200kg/10a 作

新墾畑に準ずる。|

高肥浜畑 ・施用 しない。

いずれの場合も加里の量で鶏糞灰施用量を規制する

- 3 8 -



3.指 導上の留意事項

1)焼 却灰を雨ざらしにすると加里含量が低下するので注意する。

2)ア ルカリ性なので硫安や塩安との混合を運ける。

3)エ サや敷料のちがいにより各肥料成分が変動するので変動幅を考慮 して施用量を

決定する。

4) り ん酸肥料の代替にする場合は、土壌の有効 りん酸含量 と作物特性に注意する。

5)加 里、熔成 りん肥いずれの代替の場合も副次的にりん酸、加里が施用されるので

熔成 りん肥や加里肥料の過剰施用にならないよう注意する。

6) 2～ 3作 運用後に土壌診断を実施 して、有効 りん酸 (TruogP2 0S)20

暗、置換性加里4 0ngあるいは pH(H26)6.5を こえていれば施用量を

1 0 0kg以下にし、これ らの過剰蓄積を防ぐ。

7)各 作物の施用基準からはずれないように施用する。

8)野 積み焼却 したものは完全燃焼 しにくいため笙素成分が残存することがあるので

窒素に敏感な作物では施用量を 1 0 0kg以下にす るなどの注意が必要である。
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